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船名…玄武

船種…ＲＯＲＯ（ロールオ

ン・ロールオフ）貨物船

所有…日の出海運（広島県

呉市）

船籍…広島県呉市

全長…149㍍

総トン数…約８千㌧

速力…．5㌩

入港頻度…月４回ペース

乗用車600台、積載可能

■ 木曜日隔週企画 ■

プリンス海運（神戸市）が運航す

る「玄武」は、乗用車などを運ぶＲ

ＯＲＯ貨物船。今年１月にデビュー

したばかりで、積み降ろしの作業効

率や燃費が向上した新造船だ。

同社の北航路で運用され、川崎港

を出港後に追浜（神奈川県）、仙台、

苫小牧（北海道）、八戸の各港を経

由。川崎で中古車や建設重機、トレ

ーラーシャシーなどを、日産自動車

の主力工場がある追浜では新車など

を積み込んで海上輸送する。

載貨重量トンは5280㌧。乗用車600

台、トレーラーシャシー本を積載

することが可能だ。車両を積むため

に備え付けられた傾斜路のランプウ

エーは船の両側にあり、強度が高

く、㌧までの船積みに対応でき

る。八戸港には別の同型船と合わ

せ、週２便態勢で入港する。

玄武の就航前に運用されていた同

船種の「ぷりんすはやて」は、東京

のイベントに出展する八戸三社大祭

の山車を運んだことも。プリンス海

運八戸営業所の遠藤孝一所長は「玄

武はさまざまなものを運ぶ、生活に

密着した船であることを知ってもら

いたい」と話す。 （松原一茂）

主要企業の会社説明会で、熱心に耳を傾ける

大学生ら＝１日、千葉市の幕張メッセ

就
活
本
番
今
年
も
短
期
決
戦

「解禁破り」相次ぐ懸念も

学生向け会社説明会スタート

来
年
春
に
卒
業
予
定
の
大
学
３

年
生
ら
の
採
用
に
向
け
た
主
要
企

業
の
会
社
説
明
会
が
１
日
解
禁
さ

れ
ま
大
学
生
の
就
職
活
動
は
本
番

を
迎
え
た
み
経
団
連
が
加
盟
企
業

向
け
に
決
め
た
採
用
日
程
は
昨
年

と
同
じ
で
ま
面
接
な
ど
の
選
考
活

動
の
解
禁
は
６
月
１
日
み
学
生
の

準
備
期
間
が
３
カ
月
の
短
期
決
戦

と
な
る
み

人
手
不
足
を
背
景
に
企
業
の
採

用
意
欲
は
依
然
と
し
て
高
く
ま
学

生
優
位
の
売
り
手
市
場
が
続
い
て

い
る
み
た
だ
企
業
は
今
年
も
学
生

の
質
を
重
視
し
ま
厳
選
採
用
す
る

方
針
だ
み
正
式
な
内
定
の
解
禁
は


月
１
日
み

一
人
で
も
多
く
の
優
秀
な
学
生

を
確
保
し
よ
う
と
採
用
の
早
期
化

を
図
る
企
業
が
あ
り
ま
６
月
の
前

に
面
接
を
し
た
り
内
定
を
約
束
し

た
り
す
る

解
禁
破
り
が
相
次
ぐ

懸
念
も
出
て
い
る
み
就
活
に
詳
し

い
専
門
家
は
学
生
に

自
分
の
力

が
発
揮
で
き
る
仕
事
や
会
社
な
の

か
を
し

か
り
と
見
極
め
て
決
め

て
ほ
し
い
と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
み

こ
の
日
は
各
地
の
大
型
施
設
や

大
学
な
ど
で
説
明
会
が
開
催
さ
れ

た
み企

業
約
６
３
０
社
が
参
加
し
て

千
葉
市
の
幕
張
メ

セ
で
開
か
れ

た
合
同
説
明
会
で
ま
富
山
大
３
年

の
男
子
学
生

は

昨
年
夏
か

ら
イ
ン
タ
も
ン
シ

プ

就
業
体

験

に
参
加
し
準
備
を
し
て
き

た
み
一
つ
の
会
社
に
長
く
勤
め
た

い
の
で
将
来
性
が
あ
り
安
定
し
た

会
社
を
選
び
ま
早
く
内
定
を
取
り

た
い

と
意
気
込
み
を
語

た
み

明
治
学
院
大
３
年
の
女
子
学
生



は

就
活
は
す
ご
く
不
安
だ

が
ま
働
き
や
す
い
企
業
が
良
い
み

長
い
残
業
が
あ
る
の
は
嫌
だ
し
ま

将
来
子
ど
も
が
で
き
て
も
働
き
続

け
た
い
の
で
ワ
も
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
を
重
視
す
る

と
話
し
た
み

大
阪
市
の
Ａ
Ｔ
Ｃ
ホ
も
ル
の
説

明
会
に
参
加
し
た
大
阪
産
業
大
３

年
の
森
本
勇
輝
さ
ん

は

志

望
業
界
を
決
め
る
の
は
こ
れ
か

ら
み
６
月
に
面
接
が
始
ま
る
ま
で

に
自
己
Ｐ
Ｒ
を
完
璧
に
仕
上
げ
た

い

と
話
し
た
み

住
宅
メ
も
カ
も
は
学
生
を
ブ
も

ス
に
呼
び
込
も
う
と
ま
人
型
ロ
ボ


ト

Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ

ペ

パ

も

を
設
置
み
担
当
者
は

売
り

手
市
場
な
の
で
去
年
と
同
じ
こ
と

を
し
て
も
他
社
に
勝
て
な
い

と

話
し
た
み

震
災
倒
産
６
年
で
1951
件

負
債
総
額
は
１
兆
6499
億
円

◆
青
森
県
人
事
・
県
外
事
務
所
等
関
係


４
月
１
日



青
森
県
内
勤
務


▽
船
水
浩
人

東
京
事
務
所
次
長
・
流

通
観
光
課
長

▽
新
山
尚
人

東
京
事
務

所
総
括
主
幹

▽
山
田
修
子

東
京
事
務

所
主
幹

▽
小
田
切
篤

東
京
事
務
所
主

査

▽
鶴
賀
洋
子

東
京
事
務
所
主
査


▽
長
内
和
人

大
阪
情
報
セ
ン
タ
も
次

長

▽
石
山
陽
大

大
阪
情
報
セ
ン
タ

も

▽
梅
津
雅
広

名
古
屋
情
報
セ
ン
タ

も
所
長

▽
中
田
和
香

名
古
屋
情
報
セ

ン
タ
も
主
査

▽
櫻
庭
賢
一

福
岡
情
報

セ
ン
タ
も
主
幹

▽
神
大
樹

観
光
企
画

課
主
幹
・
東
京
都
千
代
田
区
駐
在

▽
髙

山
治

観
光
企
画
課
主
幹
・
東
京
都
千
代

田
区
駐
在

▽
阿
保
達
也

行
政
経
営
管

理
課
・
東
京
都
千
代
田
区
駐
在

▽
竹
谷

公
貴

原
子
力
安
全
対
策
課
・
東
京
都
港

区
駐
在

▽
関
口
亨

林
政
課
主
幹
・
岩

手
県
派
遣

▽
一
山
智
弘

整
備
企
画
課
・

岩
手
県
派
遣

▽
山
谷
仁
志

農
村
整
備

課
主
幹
・
福
島
県
派
遣

▽
阿
保
幸
生


農
村
整
備
課
主
査
・
福
島
県
派
遣



オ
も
ス
ト
ラ
リ
ア
内
勤
務


▽
藤
島
穣

誘
客
交
流
課
・
東
京
都
千

代
田
区
駐
在



東
京
都
内
勤
務


▽
三
浦
雅
彦

福
岡
情
報
セ
ン
タ
も
所

長

▽
成
田
悟

総
合
販
売
戦
略
課
主

幹

▽
木
村
し
ま

環
境
政
策
課
主
査


▽
柿
崎
義
幸

労
政
・
能
力
開
発
課
主

査

▽
木
村
圭
一

観
光
企
画
課
主
幹


▽
谷
川
慶
治

監
理
課

▽
蒔
苗
慧
亮


原
子
力
安
全
対
策
課

▽
小
山
内
裕
太

郎

下
北
地
域
県
民
局
地
域
農
林
水
産
部

む
つ
水
産
事
務
所



大
阪
府
内
勤
務


▽
菅
孝

新
産
業
創
造
課
課
長
代
理


▽
葛
西
宏
人

商
工
政
策
課
主
幹

▽
葛

西
英
一

財
政
課



愛
知
県
内
勤
務


▽
河
原
木
尚
克

新
産
業
創
造
課
総
括

主
幹

▽
下
田
有
紀

構
造
政
策
課
主

幹


福
岡
県
内
勤
務


▽
宮
古
曉

地
域
産
業
課
副
参
事

▽

中
畑
祥
将

商
工
政
策
課



岩
手
県
内
勤
務


▽
小
笠
原
繁
行

三
八
地
域
県
民
局
地

域
整
備
部



岩
手
県
内
勤
務


▽
竹
花
信
之

西
北
地
域
県
民
局
地
域

農
林
水
産
部



宮
城
県
内
勤
務


▽
工
藤
道
人

交
通
政
策
課
主
査



福
島
県
内
勤
務


▽
増
田
淳
一

中
南
地
域
県
民
局
地
域

整
備
部
主
幹

▽
田
中
将
樹

農
村
整
備

課
主
査


◆
青
森
テ
レ
ビ
人
事


４
月
１
日


◇
役
員
▽
取
締
役
総
合
計
画
室
長
兼
総

務
局
長

取
締
役
総
合
計
画
室
長
兼
総
務

局
長
兼
総
務
部
長
委
嘱

小
山
内
悟

◇
社
員
▽
技
術
局
長

技
術
局
長
兼
技

術
部
長

藤
村
博
明
▽
弘
前
支
社
営
業
部

担
当
部
長

八
戸
支
社
営
業
部
担
当
部

長

小
山
内
慶
子
▽
総
務
局
総
務
部
長


総
務
局
総
務
部

澤
頭
勝
彦
▽
技
術
局

技
術
部
長

技
術
局
技
術
部

永
井
明
徳

▽
青
森
支
社
営
業
部

弘
前
支
社
営
業

部

島
和
佐
▽
編
成
業
務
局
企
画
事
業
部


東
京
支
社
営
業
部

安
達
裕
太
▽
編
成

業
務
局
編
成
業
務
部

報
道
制
作
局
報
道

制
作
部

太
田
卓
▽
八
戸
支
社
営
業
部


青
森
支
社
営
業
部

岡
田
悠
▽
報
道
制

作
局
報
道
制
作
部

新
採
用

板
垣
真
太

朗
▽
同

同

工
藤
佑
斗
▽
同

同

近

藤
志
生
里

◆
青
森
朝
日
放
送
人
事


４
月
１
日


▽
報
道
制
作
局
報
道
制
作
部
長
兼
ア
も

カ
イ
ブ
推
進
部
長

報
道
制
作
局
報
道
制

作
部
長

帷
子
聖
修
▽
営
業
局
営
業
推
進

部
長

営
業
局
編
成
業
務
部
担
当
部
長


杉
田
浩
康
▽
東
京
支
社
業
務
部
長

東
京

支
社
営
業
部
長


西
俊
郎
▽
東
京
支
社

営
業
部
長

営
業
局
営
業
推
進
部
長

小

林
季
樹
▽
営
業
局
営
業
推
進
部
担
当
部
長


東
京
支
社
業
務
部
長

横
山
英
樹
▽
営

業
局
営
業
部
担
当
部
長

報
道
制
作
局
ア

も
カ
イ
ブ
推
進
部
長
兼
報
道
制
作
部
担
当

部
長

対
馬
孝
之
▽
報
道
制
作
局
報
道
制

作
部
副
部
長
八
戸
支
社
勤
務

報
道
制
作

局
報
道
制
作
部
副
部
長

西
田
俊
明
▽
報

道
制
作
局
報
道
制
作
部
副
部
長

報
道
制

作
局
報
道
制
作
部
副
部
長
八
戸
支
社
勤

務

野
呂
隆
之
▽
東
京
支
社
業
務
部
副
部

長

東
京
支
社
業
務
部

高
橋
傑

３
年
連
続

特
Ａ
記
念

青
天
の
霹
靂

プ
レ
ゼ
ン
ト

青
森
県
ま抽
選
で

青
森
県
産
米
新
品
種

青
天

の
霹
靂

へ
き
れ
き


が
ま
日
本
穀
物
検
定

協
会
に
よ
る
コ
メ
の
食
味
ラ
ン

キ
ン
グ
で
最
高
ラ
ン
ク
の

特

Ａ

を
３
年
連
続
で
取
得
し
た

こ
と
を
記
念
し
ま
県
は
青
天
の

霹
靂
を
抽
選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

る
ク
イ
ズ
キ

ン
ペ
も
ン
を
実

施
し
て
い
る
み
応
募
は

日
ま

で
み青

天
の
霹
靂
の
Ｃ
Ｍ
ソ
ン
グ


ケ
・
コ
メ
・
ヘ
キ
レ
キ

の

映
像
を
キ

ン
ペ
も
ン
サ
イ
ト

で
見
て
ま
歌
詞
当
て
ク
イ
ズ
に

答
え
る
み
キ

ン
ペ
も
ン
サ
イ

ト
の
ア
ド
レ
ス
はhttp://seite

nnohekireki.jp/present_s/

応
募
コ
も
ス
は
ま
青
天
の
霹

靂
２

と
特
製
風
呂
敷
の
セ


ト
が
当
た
る
青
天
コ
も
ス

当

選
者
１
０
０
人

と
ま
青
天
の

霹
靂


が
当
た
る
霹
靂
コ
も

ス

同
１
人

の
２
種
類
み
電

子
メ
も
ル
で
応
募
し
ま
希
望
の

コ
も
ス
と
ク
イ
ズ
の
答
え
ま
氏

名
ま
電
話
番
号
な
ど
必
要
事
項

を
明
記
す
る
み

問
い
合
わ
せ
は
県
総
合
販
売

戦
略
課

電
話
０
１
７

７
３

４

９
５
７
３

へ
み


佐
々
木
萌


東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ

る
企
業
倒
産
が
ま
震
災
が
発
生

し
た
２
０
１
１
年
３
月
か
ら
の

６
年
間
で
１
９
５
１
件
に
上
る

こ
と
が
１
日
ま
帝
国
デ
も
タ
バ

ン
ク
の
調
べ
で
分
か

た
み
業

種
別
で
は
サ
も
ビ
ス
業
が
全
体

の
約
２
割
の
４
３
０
件
で
ま
う

ち
ホ
テ
ル
・
旅
館
経
営
は
観
光

客
の
減
少
な
ど
が
響
き
１
２
０

件
と
突
出
し
て
多
か

た
み
全

体
の
負
債
総
額
は
１
兆
６
４
９

９
億
円
だ

た
み

震
災
６
年
目
の

年
３
月
め

▽
年
２
月
の
倒
産
件
数
は


件
で
ま
震
災
直
後
の

年
３
月

め

年
２
月

６
５
０
件

の

１
割
未
満
と
な

た
み
震
災
か

ら
の
復
旧
・
復
興
が
進
ん
で
減

少
傾
向
と
な
る
一
方
ま
土
木
工

事
な
ど
復
興
需
要
の
縮
小
に
伴

う
倒
産
も
起
き
て
い
る
と
い

う
み岩

手
ま
宮
城
ま
福
島
の
被
災

３
県
で

年
の
１
年
間
に
休

廃
業
や
解
散
し
た
件
数
は
ま
前

年
に
比
べ
４
・
１
％
増
の
９
２

９
件
と
４
年
ぶ
り
に
増
加
し

た
み６

年
間
の
倒
産
件
数
を
都
道

府
県
別
で
見
る
と
東
京
都
が
４

５
６
件
と
最
多
で
ま
宮
城
県
が

１
８
５
件
ま
茨
城
県
が
１
０
９

件
と
続
い
た
み
関
東
と
東
北
の

２
地
域
で
全
体
の
約
７
割
を
占

め
た
み
青
森
は

件
ま
岩
手
は


件
ま
福
島
は

件
み

帝
国
デ
も
タ
に
よ
る
と
ま
倒

産
件
数
は
負
債
額
が
１
千
万
円

以
上
で
ま
地
震
や
津
波
の
被
害

を
受
け
た
企
業
だ
け
で
な
く
ま

風
評
被
害
や
物
流
の
混
乱
と
い


た
間
接
的
な
影
響
が
あ

た

企
業
も
対
象
と
し
た
み


